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「火には十分気をつけよう！」
春の防火パレード

Public relations of Takahata-town,Yamagata in Japan

人口と世帯数

４月１日現在

人口 24,130 人

男 11,716 人

女 12,414 人

世帯数 7,502 世帯

®

【高畠町ホームページ】高畠町ホームページ】

□高畠中学校開校・入学式
□平成 28 年度地区委員（区長）を紹介します
□高畠町職員募集
□再生可能エネルギーの導入に助成します !!

▶写真╱たかはたこども園
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２
２
１
人
の
新
入
生
を
向
か
え
、
高
畠
中
学
校
が
４
月
10
日
㈰
に
開
校

し
ま
し
た
。
開
校
式
に
は
、
遠
藤
利
明
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
大
臣
も
来
賓
と
し
て
出
席
し
ま
し
た
。
式
で
は
寒
河
江
町
長
か
ら

遠
藤
正
真
校
長
に
校
旗
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
行
わ
れ
た
入
学
式
で
は
、
新
入
生
代
表
の
森
谷
瑞
穂
さ
ん
が

誓
い
の
言
葉
を
述
べ
、
全
校
生
徒
で
新
し
い
校
歌
を
斉
唱
し
ま
し
た
。

　

県
下
で
も
屈
指
の
恵
ま
れ
た
教
育
環
境
の
中
で
、
勉
強
に
ス
ポ
ー
ツ
に
思

う
存
分
力
を
発
揮
し
て
い
た
だ
き
、
中
学
校
生
活
を
謳
歌
し
て
く
だ
さ
い
。

▶
Ｊ
Ａ
山
形
お
き
た
ま
高
畠
花
木
部
会

　
よ
り
高
畠
中
学
校
へ
啓
翁
桜
４
０
０

　
本
を
い
た
だ
き
ま
し
た

高畠中学校開校・入学式

一．自然と歴史を大切にし、調和のあるまちをつくります。高畠町町民憲章

　

４
月
10
日
、「
高
畠
中
学
校
」
の
開
校
式

が
盛
大
に
行
わ
れ
、
高
畠
町
の
教
育
史
に
新

た
な
一
ペ
ー
ジ
が
書
き
加
え
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
出
来
事
も
ま
た
、
こ
れ
か
ら
続
く
歴
史

の
一
つ
に
な
っ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

郷
土
資
料
館
で
は
、
旧
中
学
校
の
記
憶
を

大
切
に
残
す
た
め
、
引
き
続
き
旧
中
学
校
の

情
報
提
供
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

町
民
の
み
な
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
ま

し
た
み
な
さ
ま
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

・
中
学
校
で
の
行
事
を
写
し
た
写
真
や
記
念

写
真

・
制
服
、
体
操
服
、
教
科
書
、
通
学
カ
バ
ン
、

自
転
車
通
学
証
な
ど
学
校
生
活
で
お
使
い

に
な
っ
た
も
の

・
筆
箱
、
下
敷
き
、
ノ
ー
ト
な
ど
の
学
用
品

・
通
知
表
、
学
級
だ
よ
り
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
だ
よ
り
な

ど
学
校
か
ら
の
連
絡
、
通
知
物

・
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
、
部
誌
、
試
合
や
練
習
中

の
写
真
な
ど
、
部
活
動
で
使
用
し
た
も
の

や
記
録

・
修
学
旅
行
、
体
育
祭
、
文
化
祭
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
、
し
お
り
な
ど
、
イ
ベ
ン
ト
の
記

録
や
写
真

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
交
流
会
な
ど
校
外
活
動

の
記
録
や
写
真

・
そ
の
他
中
学
校
に
係
る
も
の
全
般

※
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
資
料
・
記
録
の
保
管
・

展
示
に
あ
た
っ
て
、
個
人
情
報
は
法
律
・

条
例
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
ま
す
。

▼
情
報
の
お
寄
せ
先
・
問
合
せ
先
╱

　

町
郷
土
資
料
館　

☎
52
４
５
２
３

※
休
館
日･･･

毎
週
月
曜
日
・
祝
日

探
し
て
い
る
資
料

残
そ
う
母
校
の
歴
史

〜
中
学
校
の
思
い
出
を
探
し
て
い
ま
す
〜

▲糠野目中学校襟章

▲生徒手帳（三中）

▲糠野目小学校帽章

▲体育授業の写真

職 名 氏 名 前 任 校 職 名 氏 名 前 任 校

校 長 遠 藤 正 真 高 畠 町 立 第 三 中 教 諭 下 平 久 美 子 高 畠 町 立 第 一 中
教 頭 完 戸 陽 介 高 畠 町 立 第 四 中 教 諭 多 勢 千 鶴 子 高 畠 町 立 第 三 中
主 幹 教 諭 武 田 　 篤 高 畠 町 立 第 一 中 教 諭 尾 形 浩 一 高 畠 町 立 第 三 中
教 諭 近 野 享 子 南 陽 市 立 赤 湯 中 教 諭 渡 部 一 喜 高 畠 町 立 第 二 中
教 諭 岡 村 美 和 川 西 町 立 川 西 中 教 諭 青 野 　 剛 高 畠 町 立 第 三 中
教 諭 梅 津 佑 妃 米 沢 市 立 第 四 中 教 諭 島 津 佳 代 高 畠 町 立 第 一 中
教 諭 鈴 木 茂 夫 高 畠 町 立 第 一 中 教 諭 高 梨 み き 子 高 畠 町 立 第 四 中
教 諭 永 峯 　 稔 高 畠 町 立 第 四 中 教 諭 佐 竹 真 由 子 高 畠 町 立 第 二 中
教 諭 武 田 　 学 高 畠 町 立 第 四 中 教 諭 三 宅 祐 介 高 畠 町 立 第 二 中
教 諭 井 田 和 人 高 畠 町 立 第 二 中 教 諭 吉 川 和 宏 高 畠 町 立 第 四 中
教 諭 富 谷 昌 代 高 畠 町 立 第 四 中 教 諭 舩 山 遼 一 高 畠 町 立 第 四 中
教 諭 渡 部 義 朗 高 畠 町 立 第 三 中 教 諭 菊 地 哲 郎 高 畠 町 立 第 一 中
教 諭 熊 坂 律 子 高 畠 町 立 第 三 中 教 諭 鈴 木 　 樹 高 畠 町 立 第 二 中
教 諭 佐 藤 　 敏 高 畠 町 立 第 一 中 教 諭 阿 部 裕 子 高 畠 町 立 第 四 中
教 諭 佐 々 木 健 一 高 畠 町 立 第 一 中 教 諭 舩 山 達 郎 高 畠 町 立 第 一 中
教 諭 布 施 文 子 高 畠 町 立 第 四 中 教 諭 田 口 雅 人 新 採
教 諭 小 池 則 子 高 畠 町 立 第 二 中 養 護 教 諭 山 口 比 呂 美 高 畠 町 立 第 一 中
教 諭 殿 岡 富 美 高 畠 町 立 第 一 中 事 務 総 括 後 藤 俊 雄 高 畠 町 立 第 一 中
教 諭 清 水 良 之 高 畠 町 立 第 一 中 栄 養 教 諭 木 村 由 佳 子 高 畠 町 立 高 畠 小
教 諭 漆 山 ゆ み 子 高 畠 町 立 第 一 中

高 畠 中 学 校 教 職 員
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１
人
の
新
入
生
を
向
か
え
、
高
畠
中
学
校
が
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月
10
日
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に
開
校

し
ま
し
た
。
開
校
式
に
は
、
遠
藤
利
明
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
大
臣
も
来
賓
と
し
て
出
席
し
ま
し
た
。
式
で
は
寒
河
江
町
長
か
ら

遠
藤
正
真
校
長
に
校
旗
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
行
わ
れ
た
入
学
式
で
は
、
新
入
生
代
表
の
森
谷
瑞
穂
さ
ん
が

誓
い
の
言
葉
を
述
べ
、
全
校
生
徒
で
新
し
い
校
歌
を
斉
唱
し
ま
し
た
。

　

県
下
で
も
屈
指
の
恵
ま
れ
た
教
育
環
境
の
中
で
、
勉
強
に
ス
ポ
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ツ
に
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う
存
分
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を
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た
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、
中
学
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畠
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学
校
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本
を
い
た
だ
き
ま
し
た

高畠中学校開校・入学式

一．からだをきたえ温かい心を育て、生きがいのあるまちをつくります。高畠町町民憲章

　

４
月
10
日
、「
高
畠
中
学
校
」
の
開
校
式

が
盛
大
に
行
わ
れ
、
高
畠
町
の
教
育
史
に
新

た
な
一
ペ
ー
ジ
が
書
き
加
え
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
出
来
事
も
ま
た
、
こ
れ
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ら
続
く
歴
史

の
一
つ
に
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て
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く
こ
と
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う
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で
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、
旧
中
学
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の
記
憶
を

大
切
に
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す
た
め
、
引
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旧
中
学
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の

情
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提
供
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

町
民
の
み
な
さ
ま
の
ご
協
力
を
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願
い
い

た
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
ま

し
た
み
な
さ
ま
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

・
中
学
校
で
の
行
事
を
写
し
た
写
真
や
記
念

写
真

・
制
服
、
体
操
服
、
教
科
書
、
通
学
カ
バ
ン
、

自
転
車
通
学
証
な
ど
学
校
生
活
で
お
使
い

に
な
っ
た
も
の

・
筆
箱
、
下
敷
き
、
ノ
ー
ト
な
ど
の
学
用
品

・
通
知
表
、
学
級
だ
よ
り
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
だ
よ
り
な

ど
学
校
か
ら
の
連
絡
、
通
知
物

・
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
、
部
誌
、
試
合
や
練
習
中

の
写
真
な
ど
、
部
活
動
で
使
用
し
た
も
の

や
記
録

・
修
学
旅
行
、
体
育
祭
、
文
化
祭
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
、
し
お
り
な
ど
、
イ
ベ
ン
ト
の
記

録
や
写
真

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
交
流
会
な
ど
校
外
活
動

の
記
録
や
写
真

・
そ
の
他
中
学
校
に
係
る
も
の
全
般

※
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
資
料
・
記
録
の
保
管
・

展
示
に
あ
た
っ
て
、
個
人
情
報
は
法
律
・

条
例
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
ま
す
。

▼
情
報
の
お
寄
せ
先
・
問
合
せ
先
╱

　

町
郷
土
資
料
館　

☎
52
４
５
２
３

※
休
館
日･･･

毎
週
月
曜
日
・
祝
日

探
し
て
い
る
資
料

残
そ
う
母
校
の
歴
史

〜
中
学
校
の
思
い
出
を
探
し
て
い
ま
す
〜

▲糠野目中学校襟章

▲生徒手帳（三中）

▲糠野目小学校帽章

▲体育授業の写真

職 名 氏 名 前 任 校 職 名 氏 名 前 任 校

校 長 遠 藤 正 真 高 畠 町 立 第 三 中 教 諭 下 平 久 美 子 高 畠 町 立 第 一 中
教 頭 完 戸 陽 介 高 畠 町 立 第 四 中 教 諭 多 勢 千 鶴 子 高 畠 町 立 第 三 中
主 幹 教 諭 武 田 　 篤 高 畠 町 立 第 一 中 教 諭 尾 形 浩 一 高 畠 町 立 第 三 中
教 諭 近 野 享 子 南 陽 市 立 赤 湯 中 教 諭 渡 部 一 喜 高 畠 町 立 第 二 中
教 諭 岡 村 美 和 川 西 町 立 川 西 中 教 諭 青 野 　 剛 高 畠 町 立 第 三 中
教 諭 梅 津 佑 妃 米 沢 市 立 第 四 中 教 諭 島 津 佳 代 高 畠 町 立 第 一 中
教 諭 鈴 木 茂 夫 高 畠 町 立 第 一 中 教 諭 高 梨 み き 子 高 畠 町 立 第 四 中
教 諭 永 峯 　 稔 高 畠 町 立 第 四 中 教 諭 佐 竹 真 由 子 高 畠 町 立 第 二 中
教 諭 武 田 　 学 高 畠 町 立 第 四 中 教 諭 三 宅 祐 介 高 畠 町 立 第 二 中
教 諭 井 田 和 人 高 畠 町 立 第 二 中 教 諭 吉 川 和 宏 高 畠 町 立 第 四 中
教 諭 富 谷 昌 代 高 畠 町 立 第 四 中 教 諭 舩 山 遼 一 高 畠 町 立 第 四 中
教 諭 渡 部 義 朗 高 畠 町 立 第 三 中 教 諭 菊 地 哲 郎 高 畠 町 立 第 一 中
教 諭 熊 坂 律 子 高 畠 町 立 第 三 中 教 諭 鈴 木 　 樹 高 畠 町 立 第 二 中
教 諭 佐 藤 　 敏 高 畠 町 立 第 一 中 教 諭 阿 部 裕 子 高 畠 町 立 第 四 中
教 諭 佐 々 木 健 一 高 畠 町 立 第 一 中 教 諭 舩 山 達 郎 高 畠 町 立 第 一 中
教 諭 布 施 文 子 高 畠 町 立 第 四 中 教 諭 田 口 雅 人 新 採
教 諭 小 池 則 子 高 畠 町 立 第 二 中 養 護 教 諭 山 口 比 呂 美 高 畠 町 立 第 一 中
教 諭 殿 岡 富 美 高 畠 町 立 第 一 中 事 務 総 括 後 藤 俊 雄 高 畠 町 立 第 一 中
教 諭 清 水 良 之 高 畠 町 立 第 一 中 栄 養 教 諭 木 村 由 佳 子 高 畠 町 立 高 畠 小
教 諭 漆 山 ゆ み 子 高 畠 町 立 第 一 中

高 畠 中 学 校 教 職 員
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○◎◎○
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安
全
で
住
み
良
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

自
治
会
・
町
内
会
に

加
入
し
ま
し
ょ
う

　

自
治
会
・
町
内
会
は
、
私
た
ち
が

住
む
ま
ち
を
温
か
な
心
と
心
の
ふ
れ

あ
い
で
、
よ
り
快
適
で
住
み
良
い
環

境
を
築
こ
う
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

や
行
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

加
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域

内
や
行
政
か
ら
の
情
報
入
手
も
容

易
に
な
り
、
町
内
の
美
化
や
防
犯

灯
の
維
持
管
理
な
ど
の
安
全
確
保
、

地
域
に
お
け
る
課
題
等
へ
の
対
応

も
容
易
に
な
る
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
大
き
な
災

害
が
あ
っ
た
時
等
に
は
地
域
を
基

盤
と
し
た
、
人
と
人
と
の
つ
な
が

り
の
大
切
さ
が
改
め
て
認
識
さ
れ

ま
す
。

　

自
治
会
・
町
内
会
に
加
入
し
て

よ
り
よ
い
地
域
づ
く
り
に
力
を
合

わ
せ
ま
し
ょ
う
。

　

加
入
の
方
法
や
自
治
会
の
活
動

内
容
に
つ
い
て
は
最
寄
の
地
区
委

員
（
区
長
さ
ん
）
に
お
た
ず
ね
く

だ
さ
い
。
そ
の
他
不
明
点
が
あ
る

場
合
は
、
町
企
画
財
政
課
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先
／
町
企
画
財
政
課　

　

☎
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４
４
７
６

一．誇りと喜びをもって働き、活力のあるまちをつくります。高畠町町民憲章
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安
全
で
住
み
良
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

自
治
会
・
町
内
会
に

加
入
し
ま
し
ょ
う

　

自
治
会
・
町
内
会
は
、
私
た
ち
が

住
む
ま
ち
を
温
か
な
心
と
心
の
ふ
れ

あ
い
で
、
よ
り
快
適
で
住
み
良
い
環

境
を
築
こ
う
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

や
行
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

加
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域

内
や
行
政
か
ら
の
情
報
入
手
も
容

易
に
な
り
、
町
内
の
美
化
や
防
犯

灯
の
維
持
管
理
な
ど
の
安
全
確
保
、

地
域
に
お
け
る
課
題
等
へ
の
対
応

も
容
易
に
な
る
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
大
き
な
災

害
が
あ
っ
た
時
等
に
は
地
域
を
基

盤
と
し
た
、
人
と
人
と
の
つ
な
が

り
の
大
切
さ
が
改
め
て
認
識
さ
れ

ま
す
。

　

自
治
会
・
町
内
会
に
加
入
し
て

よ
り
よ
い
地
域
づ
く
り
に
力
を
合

わ
せ
ま
し
ょ
う
。

　

加
入
の
方
法
や
自
治
会
の
活
動

内
容
に
つ
い
て
は
最
寄
の
地
区
委

員
（
区
長
さ
ん
）
に
お
た
ず
ね
く

だ
さ
い
。
そ
の
他
不
明
点
が
あ
る

場
合
は
、
町
企
画
財
政
課
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先
／
町
企
画
財
政
課　

　

☎
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一．たがいに学び合い文化を高め、知性のあるまちをつくります。高畠町町民憲章

　老人福祉相談員は、高齢者で一人暮らしの方や夫婦世帯を中心に訪問しています。日常生活に関する心配ごと
や悩みごとなど、お気軽にご相談ください。
　月例会を開き、町福祉課や民生・児童委員との連携、相談員同士の情報交換などを行いながら、高齢者が安心
して暮らせるようお手伝いしています。

▶問合せ先／町福祉課包括支援係　☎ (52) ４４９５

佐藤　護さん
☎（52）1612

菅野正章さん
☎（52）3719

髙橋忠昭さん
☎（52）1537

鈴木昭一さん
☎（52）4625

星　憲三さん
☎（56）2654

東條勝行さん
☎（57）3075

老人福祉相談員を紹介します

【高畠地区担当】【二井宿地区、   高畠地区の一部担当】【屋代地区担当】
【亀岡地区、
   和田地区の一部担当】【和田地区担当】 【糠野目地区担当】

人権擁護委員に再任されました 自衛官募集相談員に委嘱されました

身近な推進委員・推進員を紹介します
高畠地区 二井宿地区 屋代地区 亀岡地区 和田地区 糠野目地区

スポーツ推進委員
　町内で行われる体育・
スポーツ事業の企画・
運営に参画し、推進者
として活動します。

早川美智子
佐 藤 康 之
竹 田 広 幸
澁 江 弘 之
引 地 玲 菜

市 川 美 和
高 梨 恭 行
島 津 純 一

末 野 茂 美
鈴 木　 寛
近　 雅 博
島 津 紅 美

武 田 一 志
金 子 和 幸
渡 部 恵 司

高 橋　 稔
渡 部 和 則
渡 部 俊 治
鈴 木　 恵

秋 生 嘉 弘
浜田久美子
安 部 正 彦

青少年育成推進員
　青少年の健全育成・
事業の指導を行うため
の推進員として活動し
ます。

金 子 睦 夫
安 部 立 一

佐 藤　 明
大 浦 一 徳

高 橋 雅 明
濱田ゆかり

齋 藤 浩 紀
髙 橋 正 利

関　　 豊
猪 野　 潤

市 川 穂 波
清 澤　 穣

原田智光さん（高畠） 高橋久司さん（亀岡）

　人権擁護委員による相談は、毎月第１・３水曜日
（９時～12時）、老人福祉センターで行っています。
相談は無料です。秘密は硬く守られますので、お気軽
にご相談ください。

▶老人福祉センター╱☎（51）１００８

　この度、自衛官募集相談員に４人の方が委嘱され
ました。任期は２年間です。

▶平　廣信さん（和田）▶渡部　進さん（糠野目）
▶渡部栄美子さん（和田）▶安部直樹さん（高畠）

（任期：平成 28年４月１日～平成 31年３月 31日まで）
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　　   一．郷土を愛し若い力を伸ばし、希望のあるまちをつくります。高畠町町民憲章

町

職

員

人
事
異
動

４
月
１
日
付

（　
　

）
は
前
任

　

業
務
を
効
果
的
、
効
率
的
に
遂
行
す
る
た
め
、
次
の
と
お
り
組
織
機
構
等

の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

①
健
康
推
進
課
に
「
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

②
産
業
経
済
課
「
農
業
振
興
係
」
を
「
水
田
農
業
係
」
に
改
変
し
ま
し
た
。

　
産
業
経
済
課
企
画
農
政
係
が
担
っ
て
い
る
「
農
地
集
積
関
連
業
務
」
を
農

　
業
委
員
会
に
移
管
し
ま
し
た
。

③
教
育
総
務
課
「
中
学
校
建
設
係
」、「
中
学
校
開
校
準
備
係
」
お
よ
び
「
中

　
学
校
開
校
準
備
主
幹
」
を
廃
止
し
ま
し
た
。

④
農
業
委
員
会
事
務
局
に
「
農
地
集
積
係
」
を
新
た
に
設
置
し
ま
し
た
。

町
の
組
織
の
一
部
見
直
し
を
行
い
ま
し
た

◆
総
務
課

▽
課
長
併
任
選
挙
管
理
委
員
会
書
記

長
╱
山
木
義
昭（
教
育
次
長
兼
教
育

総
務
課
長
）
▽
課
長
補
佐
併
任
選
挙

管
理
委
員
会
書
記
次
長
╱
深
瀬
吉
弘

（
同
課
長
補
佐（
総
務
担
当
）併
任
選

挙
管
理
委
員
会
書
記
次
長
）
▽
情
報

統
計
係
長
╱
田
村
亜
紀（
同
課
主
任
）

▽
施
設
管
理
係
長
╱
髙
橋
昭
宏（
建

設
課
主
任
）
▽
総
務
係
長
併
任
選
挙

管
理
委
員
会
事
務
局
選
挙
係
長
╱
二

階
堂
洋
幸（
同
課
情
報
統
計
係
長
）

▽
文
書
法
令
係
長
╱
鈴
木
剛（
教
育

総
務
課
施
設
管
理
係
長
）
▽
主
任
╱

小
田
部
京（
企
画
財
政
課
主
任
）
▽

主
事
╱
猪
野
太
一（
産
業
経
済
課
主

事
）
▽
主
事
╱
八
島
加
奈（
税
務
課

主
事
）
▽
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

書
記
併
任
総
務
課
主
事
╱
中
川
敦
史

（
産
業
経
済
課
主
事
）
▽
主
事
補
╱

大
場
夏
月
美（
新
採
）

◆
企
画
財
政
課

▽
課
長
補
佐
╱
菊
地
誠（
社
会
教
育

課
社
会
教
育
係
長
兼
中
央
公
民
館
振

◆
税
務
課

▽
課
長
補
佐（
課
税
担
当
）兼
資
産
税

係
長
╱
佐
藤
裕
子（
同
課
資
産
税
係

長
）▽
税
制
専
門
員
╱
近
野
忠
内（
同

課
長
補
佐（
課
税
担
当
））
▽
収
納
管

理
係
長
╱
石
川
信
哉（
福
祉
課
児
童

福
祉
係
長
）▽
主
任
╱
梅
津
政
義（
同

課
主
事
）
▽
主
任
╱
石
山
哲
史（
生

活
環
境
課
主
任
）
▽
主
事
╱
芳
賀
幸

貴（
同
課
主
事
補
）
▽
主
事
補
╱
鷲

尾
歩
美（
新
採
）
▽
主
事
補
╱
石
川

未
緒（
新
採
）

◆
福
祉
課

▽
課
長
補
佐（
福
祉
担
当
）╱
雲
井
光

（
同
課
介
護
保
険
係
長
）
▽
障
が
い

者
福
祉
係
長
╱
本
田
憲
一（
同
課
主

任
）
▽
介
護
保
険
係
長
╱
新
藤
真
紀

（
産
業
経
済
課
主
任
）
▽
児
童
福
祉

係
長
╱
安
部
尚
子（
同
課
包
括
支
援

係
長
）
▽
包
括
支
援
係
長
╱
鈴
木
智

香
子（
同
課
障
が
い
者
福
祉
係
長
）

▽
主
任
保
健
師
╱
山
田
恵
美
子（
健

康
推
進
課
主
任
保
健
師
兼
健
診
セ
ン

タ
ー
事
務
局
員
）
▽
主
事
╱
杉
原
尚

樹（
健
康
推
進
課
主
事
兼
健
診
セ
ン

タ
ー
事
務
局
員
）
▽
主
事
╱
宇
佐
美

光
希（
新
採
）

◆
産
業
経
済
課

▽
課
長
補
佐（
農
林
担
当
）╱
二
宮
弘

明（
総
務
課
総
務
係
長
）
▽
水
田
農

業
係
長
╱
落
合
明
子（
同
課
農
業
振

興
係
長
）
▽
主
任
╱
鈴
木
祐
介（
同

課
主
事
）
▽
主
任
╱
南
波
幸
子（
税

務
課
主
任
）▽
主
任
╱
嶋
倉
武
志（
選

挙
管
理
委
員
会
事
務
局
主
任
書
記
併

任
総
務
課
主
任
）
▽
主
事（
山
形
県

よ
り
派
遣
）
╱
阿
部
恭
大（
山
形
県

企
画
振
興
部
市
町
村
課
主
事
）
▽
主

事
╱
會
田
大
地（
新
採
）

◆
建
設
課

▽
課
長
補
佐（
都
市
計
画
・
建
築
住

宅
担
当
）╱
渡
部
和
浩（
総
務
課
長
補

佐（
施
設
管
理
担
当
）兼
施
設
管
理
係

長
）
▽
建
築
住
宅
係
長
╱
加
藤
幸
栄

（
同
課
主
任
）
▽
都
市
計
画
係
長
╱

我
妻
和
人（
上
下
水
道
課
水
道
係
長

兼
水
道
技
術
管
理
者
）
▽
主
事
補
╱

中
川
晴
貴（
新
採
）

◆
上
下
水
道
課

▽
課
長
╱
相
田
洋
一（
議
会
事
務
局

次
長
）▽
課
長
補
佐
╱
志
賀
浩
二（
建

設
課
長
補
佐（
都
市
計
画
担
当
）
兼

建
築
住
宅
係
長
）▽
水
道
係
長
兼
水

道
技
術
管
理
者
╱
髙
橋
弘
樹（
同
課

主
任
）▽
下
水
道
係
長
╱
青
木
睦（
建

設
課
都
市
計
画
係
長
）▽
主
事
╱
大

地
浩
太
郎（
同
課
主
事
補
）▽
主
事
補

╱
高
橋
優
太（
新
採
）

◆
会
計
課

▽
課
長
補
佐
兼
会
計
係
長
╱
竹
田
敏
江

（
教
育
総
務
課
子
育
て
支
援
係
長
）
▽

主
任
╱
結
城
由
香
里（
町
民
課
主
任
）

◆
町
民
課

▽
住
民
年
金
係
長
╱
小
梁
川
め
ぐ
み

（
総
務
課
主
任
）
▽
主
任
╱
長
岡
英

昭（
同
課
主
事
）
▽
主
任
╱
木
村
克

彦（
生
活
環
境
課
主
任
）
▽
主
事
補

╱
木
村
真
理（
教
育
総
務
課
主
事
補
）

▽
主
事
補
╱
伊
藤
瑞
季（
新
採
）

◆
生
活
環
境
課

▽
課
長
補
佐
╱
猪
野
裕
子（
課
長
補

佐（
社
会
教
育
担
当
）
兼
図
書
館
長
兼

中
央
公
民
館
副
館
長
兼
上
和
田
交
流

◆
健
康
推
進
課

▽
課
長
兼
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
所
長
兼
健
康
管
理
施
設
げ
ん

き
館
次
長
兼
健
診
セ
ン
タ
ー
次
長

（
事
業
担
当
）╱
髙
梨
麗
子（
同
課
長

兼
健
診
セ
ン
タ
ー
事
務
局
長
兼
健
康

管
理
施
設
げ
ん
き
館
次
長
）
▽
課
長

補
佐
兼
地
域
保
健
係
長
兼
健
診
セ
ン

タ
ー
事
務
局
長
╱
柴
田
賢
治（
同
課

長
補
佐
兼
地
域
保
健
係
長
兼
健
診
セ

ン
タ
ー
事
務
局
次
長
）
▽
健
康
推
進

課
主
任
保
健
師
兼
健
診
セ
ン
タ
ー
事

務
局
員
╱
榎
本
奈
生（
福
祉
課
主
任

保
健
師
）
▽
主
事
兼
健
診
セ
ン
タ
ー

事
務
局
員
╱
緒
方
駿（
新
採
）

興
係
長
）
▽
主
事
╱
二
関
静
香（
町

民
課
主
事
）
▽
主
事
補
╱
平
井
ゆ
き

（
新
採
）

館
長
）
▽
生
活
安
全
係
長
╱
今
野
寿

一（
上
下
水
道
課
下
水
道
係
長
）
▽

主
事
╱
佐
藤
あ
す
か（
教
育
総
務
課

主
事
）
▽
主
事
╱
金
子
史
幸（
新
採
）

人
事
異
動

◆
教
育
総
務
課

▽
教
育
次
長
兼
教
育
総
務
課
長
╱
村

上
弘（
社
会
教
育
課
長
兼
中
央
公
民

館
長
）
▽
指
導
主
幹
╱
峯
浩
明（
同

課
中
学
校
開
校
準
備
主
幹
）
▽
課
長

補
佐（
教
育
施
設
担
当
）
新
藤
重
徳

（
同
課
長
補
佐（
教
育
施
設
担
当
）
兼

中
学
校
建
設
係
長
）
▽
子
育
て
支
援

係
長
╱
我
妻
美
樹（
監
査
委
員
事
務

局
主
任
）
▽
施
設
管
理
係
長
╱
安
部

範
久（
同
課
主
任
）
▽
指
導
係
長
兼

指
導
主
事
╱
早
坂
美
樹（
同
課
指
導

主
事
）
▽
主
任
╱
安
部
友
子（
税
務

課
主
任
）
▽
主
任
╱
鈴
木
和
恵（
産

業
経
済
課
主
任
）
▽
主
任
児
童
厚
生

員（
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
）
╱
佐
藤
圭

子（
同
課
主
任
児
童
厚
生
員
）
▽
高

畠
小
学
校
技
術
員
╱
安
部
喜
一（
第

四
中
学
校
）
▽
二
井
宿
小
学
校
技
術

員
╱
安
部
国
善（
第
三
中
学
校
）
▽

亀
岡
小
学
校
技
術
員
╱
渡
部
喜
昭

（
第
一
中
学
校
）
▽
和
田
小
学
校
技

術
員
╱
髙
橋
進（
二
井
宿
小
学
校
）

▽
糠
野
目
小
学
校
技
術
員
╱
大
河
原

正
人（
和
田
小
学
校
）
▽
高
畠
中
学

校
技
術
員
╱
太
田
吉
運（
高
畠
小
学

校
）
▽
高
畠
中
学
校
調
理
師
╱
木
村

幸
代（
糠
野
目
小
学
校
）

◆
社
会
教
育
課

▽
課
長
兼
中
央
公
民
館
長
╱
金
子
昭

一（
企
画
財
政
課
長
補
佐
）
▽
課
長

補
佐（
社
会
教
育
担
当
）
兼
図
書
館

長
兼
中
央
公
民
館
副
館
長
兼
上
和
田

◆
議
会
事
務
局
・
監
査
委
員
事
務
局

▽
議
会
事
務
局
長
併
任
監
査
委
員
事

務
局
長
╱
髙
橋
新
一
郎（
公
立
高
畠

病
院
事
務
長
）
▽
議
会
事
務
局
次
長

╱
今
井
幸
隆（
福
祉
課
長
補
佐（
福
祉

担
当
））
▽
監
査
委
員
事
務
局
監
査

係
長
╱
鈴
木
勲（
町
民
課
住
民
年
金

係
長
）

◆
農
業
委
員
会
事
務
局

▽
農
地
集
積
係
長
╱
山
口
充（
総
務

課
付
け
主
任（
山
形
県
農
林
水
産
部

派
遣
））
▽
主
任
╱
黒
坂
紗
絵
子（
総

務
課
主
事
）

◆
派
遣

▽
主
事
・
山
形
県
置
賜
総
合
支
庁
総

務
課
╱
相
良
優
樹（
産
業
経
済
課
主

事
）

◆
退
職

▽
横
山
孝
一（
元
総
務
課
長
併
任
選

挙
管
理
委
員
会
書
記
長
）
▽
情
野
忠

道（
元
上
下
水
道
課
長
）
▽
我
妻
吉

朗（
元
議
会
事
務
局
長
併
任
監
査
委

員
事
務
局
長
）
▽
土
屋
喜
平（
元
会

計
課
長
補
佐
）
▽
金
子
剛（
元
上
下

水
道
課
長
補
佐
）
▽
武
田
正
隆（
元

社
会
教
育
課
総
合
交
流
プ
ラ
ザ
所
長

兼
町
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
館
長
兼

高
畠
地
区
公
民
館
長
代
理
）
▽
岩
間

加
代
子（
元
教
育
総
務
課
主
任
児
童

厚
生
員
）
▽
石
川
茂
美（
元
生
活
環

境
課
長
補
佐
兼
生
活
安
全
係
長
）
▽

金
子
貢
司（
元
税
務
課
収
納
管
理
係

長
）
▽
伊
丹
礼
子（
元
教
育
総
務
課

主
任
児
童
厚
生
員
）
▽
安
部
弘
子

（
元
教
育
総
務
課
主
任
児
童
厚
生
員
）

▽
菊
地
淳
子（
元
総
務
課
主
任
）
▽

須
田
嵩（
元
病
院
長
）
▽
武
田
宰（
内

科
医
長
）
▽
土
屋
い
ち
子（
元
准
看

護
師
）
▽
室
田
由
喜
子（
元
看
護
師
）

▽
酒
井
ゆ
り
子（
元
看
護
師
）
▽
佐

藤
智
子（
元
介
護
福
祉
士
）
▽
佐
藤

圭
一（
元
主
任
技
術
員
）

◆
再
任
用

▽
建
設
課
主
任
╱
情
野
忠
道
▽
教
育

総
務
課
屋
代
児
童
館
児
童
厚
生
員
╱

岩
間
加
代
子
▽
准
看
護
師
╱
土
屋
い

ち
子

次
項
へ
つ
づ
く

◆
平
成
27
年
度
末
人
事
交
流
等

▽
屋
代
小
学
校
教
頭
╱
高
橋
正
昭

（
教
育
総
務
課
指
導
係
長
兼
指
導
主

事
）
▽
山
形
県
総
務
部
人
事
課
╱
清

井
静
香（
生
活
環
境
課
主
事
）

◆
再
任
用
退
職

▽
石
川
庄
一（
元
福
祉
課
主
任
）
▽

土
屋
英
子（
元
教
育
総
務
課
児
童
厚

生
員
）
▽
安
孫
子
洋
子（
元
調
理
師
）

▽
遠
藤
朱
美（
元
調
理
師
）
▽
伊
藤

美
紀
子（
元
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
看
護
師
）

交
流
館
長
╱
佐
藤
清
浩（
会
計
課
会

計
係
長
）
▽
課
長
補
佐（
ス
ポ
ー
ツ

振
興
担
当
）
兼
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
長

兼
体
育
館
長
兼
武
道
館
長
╱
金
田
剛

（
同
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
長
兼
体
育

館
長
代
理
兼
武
道
館
長
代
理
）
▽
社

会
教
育
専
門
員
╱
近
野
富
裕（
同
課

長
補
佐（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
担
当
）兼
体

育
館
長
兼
武
道
館
長
兼
多
目
的
屋
内

運
動
場
館
長
）
▽
総
合
交
流
プ
ラ
ザ

所
長
兼
町
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
館

長
兼
高
畠
地
区
公
民
館
長
代
理
╱
市

川
浩
介（
産
業
経
済
課
長
補
佐（
農
林

担
当
））
▽
社
会
教
育
係
長
兼
中
央

公
民
館
振
興
係
長
╱
市
川
直
樹（
教

育
総
務
課
中
学
校
開
校
準
備
係
長
）

▽
主
事
╱
加
藤
咲
穂（
同
課
主
事
補
）

◆
公
立
高
畠
病
院

▽
病
院
長
兼
健
康
管
理
施
設
げ
ん
き

館
長
兼
健
診
セ
ン
タ
ー
所
長
╱
泉
谷

健（
泌
尿
器
科
医
長
）
▽
事
務
長
兼

健
診
セ
ン
タ
ー
次
長（
健
診
担
当
）

╱
佐
藤
英
樹（
同
経
営
企
画
主
幹
兼

事
務
次
長
兼
総
務
課
長
兼
地
域
在
宅

医
療
推
進
室
長
補
佐
）
▽
事
務
次
長

兼
総
務
課
長
兼
地
域
在
宅
医
療
推
進

室
長
補
佐
╱
冨
樫
昌
典（
総
務
課
文

書
法
令
係
長
）
▽
総
務
課
主
任
╱

五
十
嵐
惇
一（
町
民
課
主
任
）
▽
副

看
護
部
長
╱
高
橋
由
美（
看
護
師
長
）

▽
看
護
師
長（
医
療
相
談
室
兼
外
来
）

╱
寒
河
江
純
子（
副
看
護
師
長
）
▽

副
看
護
師
長
╱
渡
部
幸
子（
主
任
看

護
師
）
▽
主
任
看
護
師
╱
梅
津
夕
子

（
看
護
師
）
▽
主
任
臨
床
工
学
技
士

╱
後
藤
孝
宏（
臨
床
工
学
技
士
）
▽

看
護
師
╱
渡
部
さ
や
か（
新
採
）
▽

看
護
師
╱
齋
藤
毅
徳（
新
採
）
▽
看

護
師
╱
酒
井
亜
由
美（
新
採
）
▽
看

護
師
╱
長
谷
川
朱
里（
新
採
）
▽
看

護
師
╱
安
部
修（
新
採
）
▽
看
護
師

╱
櫻
井
仁
美（
新
採
）
▽
理
学
療
法

士
╱
荒
木
訓（
新
採
）
▽
理
学
療
法

士
╱
鈴
木
崇
広（
新
採
）
▽
作
業
療

法
士
╱
大
場
悠
己（
新
採
）
▽
臨
床

工
学
技
士
╱
小
林
将
之（
新
採
）

山
形
県
よ
り
人
事
交
流

平
成
28
年
度
新
規
採
用
職
員宇佐美光希

（福祉課・主事）
阿 部 恭 大
（産業経済課・主事）
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町

職

員

人
事
異
動

４
月
１
日
付

（　
　

）
は
前
任

　

業
務
を
効
果
的
、
効
率
的
に
遂
行
す
る
た
め
、
次
の
と
お
り
組
織
機
構
等

の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

①
健
康
推
進
課
に
「
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

②
産
業
経
済
課
「
農
業
振
興
係
」
を
「
水
田
農
業
係
」
に
改
変
し
ま
し
た
。

　
産
業
経
済
課
企
画
農
政
係
が
担
っ
て
い
る
「
農
地
集
積
関
連
業
務
」
を
農

　
業
委
員
会
に
移
管
し
ま
し
た
。

③
教
育
総
務
課
「
中
学
校
建
設
係
」、「
中
学
校
開
校
準
備
係
」
お
よ
び
「
中

　
学
校
開
校
準
備
主
幹
」
を
廃
止
し
ま
し
た
。

④
農
業
委
員
会
事
務
局
に
「
農
地
集
積
係
」
を
新
た
に
設
置
し
ま
し
た
。

町
の
組
織
の
一
部
見
直
し
を
行
い
ま
し
た

◆
総
務
課

▽
課
長
併
任
選
挙
管
理
委
員
会
書
記

長
╱
山
木
義
昭（
教
育
次
長
兼
教
育

総
務
課
長
）
▽
課
長
補
佐
併
任
選
挙

管
理
委
員
会
書
記
次
長
╱
深
瀬
吉
弘

（
同
課
長
補
佐（
総
務
担
当
）併
任
選

挙
管
理
委
員
会
書
記
次
長
）
▽
情
報

統
計
係
長
╱
田
村
亜
紀（
同
課
主
任
）

▽
施
設
管
理
係
長
╱
髙
橋
昭
宏（
建

設
課
主
任
）
▽
総
務
係
長
併
任
選
挙

管
理
委
員
会
事
務
局
選
挙
係
長
╱
二

階
堂
洋
幸（
同
課
情
報
統
計
係
長
）

▽
文
書
法
令
係
長
╱
鈴
木
剛（
教
育

総
務
課
施
設
管
理
係
長
）
▽
主
任
╱

小
田
部
京（
企
画
財
政
課
主
任
）
▽

主
事
╱
猪
野
太
一（
産
業
経
済
課
主

事
）
▽
主
事
╱
八
島
加
奈（
税
務
課

主
事
）
▽
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

書
記
併
任
総
務
課
主
事
╱
中
川
敦
史

（
産
業
経
済
課
主
事
）
▽
主
事
補
╱

大
場
夏
月
美（
新
採
）

◆
企
画
財
政
課

▽
課
長
補
佐
╱
菊
地
誠（
社
会
教
育

課
社
会
教
育
係
長
兼
中
央
公
民
館
振

◆
税
務
課

▽
課
長
補
佐（
課
税
担
当
）兼
資
産
税

係
長
╱
佐
藤
裕
子（
同
課
資
産
税
係

長
）▽
税
制
専
門
員
╱
近
野
忠
内（
同

課
長
補
佐（
課
税
担
当
））
▽
収
納
管

理
係
長
╱
石
川
信
哉（
福
祉
課
児
童

福
祉
係
長
）▽
主
任
╱
梅
津
政
義（
同

課
主
事
）
▽
主
任
╱
石
山
哲
史（
生

活
環
境
課
主
任
）
▽
主
事
╱
芳
賀
幸

貴（
同
課
主
事
補
）
▽
主
事
補
╱
鷲

尾
歩
美（
新
採
）
▽
主
事
補
╱
石
川

未
緒（
新
採
）

◆
福
祉
課

▽
課
長
補
佐（
福
祉
担
当
）╱
雲
井
光

（
同
課
介
護
保
険
係
長
）
▽
障
が
い

者
福
祉
係
長
╱
本
田
憲
一（
同
課
主

任
）
▽
介
護
保
険
係
長
╱
新
藤
真
紀

（
産
業
経
済
課
主
任
）
▽
児
童
福
祉

係
長
╱
安
部
尚
子（
同
課
包
括
支
援

係
長
）
▽
包
括
支
援
係
長
╱
鈴
木
智

香
子（
同
課
障
が
い
者
福
祉
係
長
）

▽
主
任
保
健
師
╱
山
田
恵
美
子（
健

康
推
進
課
主
任
保
健
師
兼
健
診
セ
ン

タ
ー
事
務
局
員
）
▽
主
事
╱
杉
原
尚

樹（
健
康
推
進
課
主
事
兼
健
診
セ
ン

タ
ー
事
務
局
員
）
▽
主
事
╱
宇
佐
美

光
希（
新
採
）

◆
産
業
経
済
課

▽
課
長
補
佐（
農
林
担
当
）╱
二
宮
弘

明（
総
務
課
総
務
係
長
）
▽
水
田
農

業
係
長
╱
落
合
明
子（
同
課
農
業
振

興
係
長
）
▽
主
任
╱
鈴
木
祐
介（
同

課
主
事
）
▽
主
任
╱
南
波
幸
子（
税

務
課
主
任
）▽
主
任
╱
嶋
倉
武
志（
選

挙
管
理
委
員
会
事
務
局
主
任
書
記
併

任
総
務
課
主
任
）
▽
主
事（
山
形
県

よ
り
派
遣
）
╱
阿
部
恭
大（
山
形
県

企
画
振
興
部
市
町
村
課
主
事
）
▽
主

事
╱
會
田
大
地（
新
採
）

◆
建
設
課

▽
課
長
補
佐（
都
市
計
画
・
建
築
住

宅
担
当
）╱
渡
部
和
浩（
総
務
課
長
補

佐（
施
設
管
理
担
当
）兼
施
設
管
理
係

長
）
▽
建
築
住
宅
係
長
╱
加
藤
幸
栄

（
同
課
主
任
）
▽
都
市
計
画
係
長
╱

我
妻
和
人（
上
下
水
道
課
水
道
係
長

兼
水
道
技
術
管
理
者
）
▽
主
事
補
╱

中
川
晴
貴（
新
採
）

◆
上
下
水
道
課

▽
課
長
╱
相
田
洋
一（
議
会
事
務
局

次
長
）▽
課
長
補
佐
╱
志
賀
浩
二（
建

設
課
長
補
佐（
都
市
計
画
担
当
）
兼

建
築
住
宅
係
長
）▽
水
道
係
長
兼
水

道
技
術
管
理
者
╱
髙
橋
弘
樹（
同
課

主
任
）▽
下
水
道
係
長
╱
青
木
睦（
建

設
課
都
市
計
画
係
長
）▽
主
事
╱
大

地
浩
太
郎（
同
課
主
事
補
）▽
主
事
補

╱
高
橋
優
太（
新
採
）

◆
会
計
課

▽
課
長
補
佐
兼
会
計
係
長
╱
竹
田
敏
江

（
教
育
総
務
課
子
育
て
支
援
係
長
）
▽

主
任
╱
結
城
由
香
里（
町
民
課
主
任
）

◆
町
民
課

▽
住
民
年
金
係
長
╱
小
梁
川
め
ぐ
み

（
総
務
課
主
任
）
▽
主
任
╱
長
岡
英

昭（
同
課
主
事
）
▽
主
任
╱
木
村
克

彦（
生
活
環
境
課
主
任
）
▽
主
事
補

╱
木
村
真
理（
教
育
総
務
課
主
事
補
）

▽
主
事
補
╱
伊
藤
瑞
季（
新
採
）

◆
生
活
環
境
課

▽
課
長
補
佐
╱
猪
野
裕
子（
課
長
補

佐（
社
会
教
育
担
当
）
兼
図
書
館
長
兼

中
央
公
民
館
副
館
長
兼
上
和
田
交
流

◆
健
康
推
進
課

▽
課
長
兼
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
所
長
兼
健
康
管
理
施
設
げ
ん

き
館
次
長
兼
健
診
セ
ン
タ
ー
次
長

（
事
業
担
当
）╱
髙
梨
麗
子（
同
課
長

兼
健
診
セ
ン
タ
ー
事
務
局
長
兼
健
康

管
理
施
設
げ
ん
き
館
次
長
）
▽
課
長

補
佐
兼
地
域
保
健
係
長
兼
健
診
セ
ン

タ
ー
事
務
局
長
╱
柴
田
賢
治（
同
課

長
補
佐
兼
地
域
保
健
係
長
兼
健
診
セ

ン
タ
ー
事
務
局
次
長
）
▽
健
康
推
進

課
主
任
保
健
師
兼
健
診
セ
ン
タ
ー
事

務
局
員
╱
榎
本
奈
生（
福
祉
課
主
任

保
健
師
）
▽
主
事
兼
健
診
セ
ン
タ
ー

事
務
局
員
╱
緒
方
駿（
新
採
）

興
係
長
）
▽
主
事
╱
二
関
静
香（
町

民
課
主
事
）
▽
主
事
補
╱
平
井
ゆ
き

（
新
採
）

館
長
）
▽
生
活
安
全
係
長
╱
今
野
寿

一（
上
下
水
道
課
下
水
道
係
長
）
▽

主
事
╱
佐
藤
あ
す
か（
教
育
総
務
課

主
事
）
▽
主
事
╱
金
子
史
幸（
新
採
）

人
事
異
動

◆
教
育
総
務
課

▽
教
育
次
長
兼
教
育
総
務
課
長
╱
村

上
弘（
社
会
教
育
課
長
兼
中
央
公
民

館
長
）
▽
指
導
主
幹
╱
峯
浩
明（
同

課
中
学
校
開
校
準
備
主
幹
）
▽
課
長

補
佐（
教
育
施
設
担
当
）
新
藤
重
徳

（
同
課
長
補
佐（
教
育
施
設
担
当
）
兼

中
学
校
建
設
係
長
）
▽
子
育
て
支
援

係
長
╱
我
妻
美
樹（
監
査
委
員
事
務

局
主
任
）
▽
施
設
管
理
係
長
╱
安
部

範
久（
同
課
主
任
）
▽
指
導
係
長
兼

指
導
主
事
╱
早
坂
美
樹（
同
課
指
導

主
事
）
▽
主
任
╱
安
部
友
子（
税
務

課
主
任
）
▽
主
任
╱
鈴
木
和
恵（
産

業
経
済
課
主
任
）
▽
主
任
児
童
厚
生

員（
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
）
╱
佐
藤
圭

子（
同
課
主
任
児
童
厚
生
員
）
▽
高

畠
小
学
校
技
術
員
╱
安
部
喜
一（
第

四
中
学
校
）
▽
二
井
宿
小
学
校
技
術

員
╱
安
部
国
善（
第
三
中
学
校
）
▽

亀
岡
小
学
校
技
術
員
╱
渡
部
喜
昭

（
第
一
中
学
校
）
▽
和
田
小
学
校
技

術
員
╱
髙
橋
進（
二
井
宿
小
学
校
）

▽
糠
野
目
小
学
校
技
術
員
╱
大
河
原

正
人（
和
田
小
学
校
）
▽
高
畠
中
学

校
技
術
員
╱
太
田
吉
運（
高
畠
小
学

校
）
▽
高
畠
中
学
校
調
理
師
╱
木
村

幸
代（
糠
野
目
小
学
校
）

◆
社
会
教
育
課

▽
課
長
兼
中
央
公
民
館
長
╱
金
子
昭

一（
企
画
財
政
課
長
補
佐
）
▽
課
長

補
佐（
社
会
教
育
担
当
）
兼
図
書
館

長
兼
中
央
公
民
館
副
館
長
兼
上
和
田

◆
議
会
事
務
局
・
監
査
委
員
事
務
局

▽
議
会
事
務
局
長
併
任
監
査
委
員
事

務
局
長
╱
髙
橋
新
一
郎（
公
立
高
畠

病
院
事
務
長
）
▽
議
会
事
務
局
次
長

╱
今
井
幸
隆（
福
祉
課
長
補
佐（
福
祉

担
当
））
▽
監
査
委
員
事
務
局
監
査

係
長
╱
鈴
木
勲（
町
民
課
住
民
年
金

係
長
）

◆
農
業
委
員
会
事
務
局

▽
農
地
集
積
係
長
╱
山
口
充（
総
務

課
付
け
主
任（
山
形
県
農
林
水
産
部

派
遣
））
▽
主
任
╱
黒
坂
紗
絵
子（
総

務
課
主
事
）

◆
派
遣

▽
主
事
・
山
形
県
置
賜
総
合
支
庁
総

務
課
╱
相
良
優
樹（
産
業
経
済
課
主

事
）

◆
退
職

▽
横
山
孝
一（
元
総
務
課
長
併
任
選

挙
管
理
委
員
会
書
記
長
）
▽
情
野
忠

道（
元
上
下
水
道
課
長
）
▽
我
妻
吉

朗（
元
議
会
事
務
局
長
併
任
監
査
委

員
事
務
局
長
）
▽
土
屋
喜
平（
元
会

計
課
長
補
佐
）
▽
金
子
剛（
元
上
下

水
道
課
長
補
佐
）
▽
武
田
正
隆（
元

社
会
教
育
課
総
合
交
流
プ
ラ
ザ
所
長

兼
町
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
館
長
兼

高
畠
地
区
公
民
館
長
代
理
）
▽
岩
間

加
代
子（
元
教
育
総
務
課
主
任
児
童

厚
生
員
）
▽
石
川
茂
美（
元
生
活
環

境
課
長
補
佐
兼
生
活
安
全
係
長
）
▽

金
子
貢
司（
元
税
務
課
収
納
管
理
係

長
）
▽
伊
丹
礼
子（
元
教
育
総
務
課

主
任
児
童
厚
生
員
）
▽
安
部
弘
子

（
元
教
育
総
務
課
主
任
児
童
厚
生
員
）

▽
菊
地
淳
子（
元
総
務
課
主
任
）
▽

須
田
嵩（
元
病
院
長
）
▽
武
田
宰（
内

科
医
長
）
▽
土
屋
い
ち
子（
元
准
看

護
師
）
▽
室
田
由
喜
子（
元
看
護
師
）

▽
酒
井
ゆ
り
子（
元
看
護
師
）
▽
佐

藤
智
子（
元
介
護
福
祉
士
）
▽
佐
藤

圭
一（
元
主
任
技
術
員
）

◆
再
任
用

▽
建
設
課
主
任
╱
情
野
忠
道
▽
教
育

総
務
課
屋
代
児
童
館
児
童
厚
生
員
╱

岩
間
加
代
子
▽
准
看
護
師
╱
土
屋
い

ち
子

次
項
へ
つ
づ
く

◆
平
成
27
年
度
末
人
事
交
流
等

▽
屋
代
小
学
校
教
頭
╱
高
橋
正
昭

（
教
育
総
務
課
指
導
係
長
兼
指
導
主

事
）
▽
山
形
県
総
務
部
人
事
課
╱
清

井
静
香（
生
活
環
境
課
主
事
）

◆
再
任
用
退
職

▽
石
川
庄
一（
元
福
祉
課
主
任
）
▽

土
屋
英
子（
元
教
育
総
務
課
児
童
厚

生
員
）
▽
安
孫
子
洋
子（
元
調
理
師
）

▽
遠
藤
朱
美（
元
調
理
師
）
▽
伊
藤

美
紀
子（
元
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
看
護
師
）

交
流
館
長
╱
佐
藤
清
浩（
会
計
課
会

計
係
長
）
▽
課
長
補
佐（
ス
ポ
ー
ツ

振
興
担
当
）
兼
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
長

兼
体
育
館
長
兼
武
道
館
長
╱
金
田
剛

（
同
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
長
兼
体
育

館
長
代
理
兼
武
道
館
長
代
理
）
▽
社

会
教
育
専
門
員
╱
近
野
富
裕（
同
課

長
補
佐（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
担
当
）兼
体

育
館
長
兼
武
道
館
長
兼
多
目
的
屋
内

運
動
場
館
長
）
▽
総
合
交
流
プ
ラ
ザ

所
長
兼
町
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
館

長
兼
高
畠
地
区
公
民
館
長
代
理
╱
市

川
浩
介（
産
業
経
済
課
長
補
佐（
農
林

担
当
））
▽
社
会
教
育
係
長
兼
中
央

公
民
館
振
興
係
長
╱
市
川
直
樹（
教

育
総
務
課
中
学
校
開
校
準
備
係
長
）

▽
主
事
╱
加
藤
咲
穂（
同
課
主
事
補
）

◆
公
立
高
畠
病
院

▽
病
院
長
兼
健
康
管
理
施
設
げ
ん
き

館
長
兼
健
診
セ
ン
タ
ー
所
長
╱
泉
谷

健（
泌
尿
器
科
医
長
）
▽
事
務
長
兼

健
診
セ
ン
タ
ー
次
長（
健
診
担
当
）

╱
佐
藤
英
樹（
同
経
営
企
画
主
幹
兼

事
務
次
長
兼
総
務
課
長
兼
地
域
在
宅

医
療
推
進
室
長
補
佐
）
▽
事
務
次
長

兼
総
務
課
長
兼
地
域
在
宅
医
療
推
進

室
長
補
佐
╱
冨
樫
昌
典（
総
務
課
文

書
法
令
係
長
）
▽
総
務
課
主
任
╱

五
十
嵐
惇
一（
町
民
課
主
任
）
▽
副

看
護
部
長
╱
高
橋
由
美（
看
護
師
長
）

▽
看
護
師
長（
医
療
相
談
室
兼
外
来
）

╱
寒
河
江
純
子（
副
看
護
師
長
）
▽

副
看
護
師
長
╱
渡
部
幸
子（
主
任
看

護
師
）
▽
主
任
看
護
師
╱
梅
津
夕
子

（
看
護
師
）
▽
主
任
臨
床
工
学
技
士

╱
後
藤
孝
宏（
臨
床
工
学
技
士
）
▽

看
護
師
╱
渡
部
さ
や
か（
新
採
）
▽

看
護
師
╱
齋
藤
毅
徳（
新
採
）
▽
看

護
師
╱
酒
井
亜
由
美（
新
採
）
▽
看

護
師
╱
長
谷
川
朱
里（
新
採
）
▽
看

護
師
╱
安
部
修（
新
採
）
▽
看
護
師

╱
櫻
井
仁
美（
新
採
）
▽
理
学
療
法

士
╱
荒
木
訓（
新
採
）
▽
理
学
療
法

士
╱
鈴
木
崇
広（
新
採
）
▽
作
業
療

法
士
╱
大
場
悠
己（
新
採
）
▽
臨
床

工
学
技
士
╱
小
林
将
之（
新
採
）

山
形
県
よ
り
人
事
交
流

平
成
28
年
度
新
規
採
用
職
員宇佐美光希

（福祉課・主事）
阿 部 恭 大
（産業経済課・主事）
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学 校 名
転 入 転 出

新職名 氏 名 前 任 校 新職名 氏 名 新 任 校

高 畠 小 学 校

教 諭 小 林　 修 南陽市立沖郷小 社会教育主事補 阿 部　 文 置賜教育事務所

教 諭 渡 邉 幸 代 高畠町立和田小 教 諭 鈴 木　 誠 南陽市立沖郷小
教 諭 今　 正 幸 高畠町立屋代小 教 諭 飯 沢　 徹 高畠町立糠野目小
養護教諭 髙 橋 博 子 高畠町立第四中 養護教諭 齋 藤 美 幸 高畠町立屋代小
教 諭 菅 野 卓　 高畠町立第一中

二 井 宿 小 学 校

教 諭 阿 達 由 佳 山形市立滝山小
教 諭 大 峽 祐 一 川西町立中郡小
事務主査 田 中 邦 子 上 山 市 立 南 小

屋 代 小 学 校

教 頭 高 橋 正 昭 高畠町教育委員会 教 頭 平 誠 高畠町立糠野目小
養護教諭 齋 藤 美 幸 高畠町立高畠小 教 諭 今　 正 幸 高畠町立高畠小

教 諭 島 貫　 梓 高畠町立糠野目小

亀 岡 小 学 校
教 頭 ニ 瓶 直 樹 米沢市三沢西部小 教 諭 杉 本 真 理 高畠町立糠野目小
教 諭 山 本　 萌 新 採

和 田 小 学 校

教 諭 長谷川聡子 米沢市立北部小 教 諭 秋 葉 芳 行 南陽市立赤湯小
教 諭 佐 野 和 久 高畠町立糠野目小 教 諭 渡 邉 幸 代 高畠町立高畠小
教 諭 鈴木麻由美 新 採 主 査 色摩英美子 川西町立吉島小

糠 野 目 小 学 校

教 頭 平　　　　誠 高畠町立屋代小 教 頭 佐々木英明 米沢市立上郷小
教 諭 多 田 謙 司 米沢市立窪田小 教 頭 須 藤　 明 酒田市立一條小
教 諭 守 岡 太 郎 米沢市立南部小 教 諭 鈴 木 泰 佐 上山市立上山小
教 諭 杉 本 真 理 高畠町立亀岡小 教 諭 佐 野 和 久 高畠町立和田小
教 諭 飯 沢　 徹 高畠町立高畠小
教 諭 島 貫　 梓 高畠町立屋代小

学 校 名
 転　　　出　　　（高畠中学校以外に転出された方々のみ掲載しています）　

新職名 氏 名 新 任 校 新職名 氏 名 新 任 校

第 一 中 学 校

教 頭 会 田　 均 米沢市立第二中 教 諭 須賀恵美子 米沢市立第七中

教 諭 田 宮 慶 一 県立米沢養護学校 教 諭 伊 藤 正 和 大石田町立大石田中

教 諭 武 田 伸 彦 飯豊町立飯豊中 教 諭 寒河江佳緒里 南陽市立沖郷中

第 二 中 学 校

校 長 山 﨑 公 彦 米沢市立窪田小 教 諭 駒木根文子 南陽市立赤湯中

校 長 土 屋 賢 寿 飯豊町立第二小 教 諭 大 沼　 建 米沢市立第三中

教 諭 髙橋留美子 米沢市立第三中 養護教諭 仁 科　 瞳 山形市立第七中

第 三 中 学 校

教 頭 竹 田 重 隆 南陽市立宮内小 教 諭 梅津美穂香 米沢市立第六中

教 諭 蓮 沼 節 子 県立村山特支学校 教 諭 吉 川　 優 米沢市立第五中

教 諭 竹股志都子 県立米沢養護学校 主 査 市 川 枝 里 米沢市立興譲小

教 諭 完戸八千代 米沢市立第七中

第 四 中 学 校

校 長 金 沢　 真 米沢市立第六中 教 諭 清水亜希子 南陽市立赤湯中

教 諭 福 田 寿 代 米沢市立第四中 教 諭 地 主 忠 亮 米沢市立第五中

教 諭 冨 所 淳 子 米沢市立第五中 養護教諭 髙 橋 博 子 高畠町立高畠小

教 職 員

退　職
竹田鉄夫（高畠町立亀岡小教頭）、　菅野千鶴子（高畠町立亀岡小教諭）、　丸山ゆみ子（高畠町立糠野目小教諭）、
和田精二（高畠町立第一中校長）、　菅野　卓（高畠町立第一中教諭）、　髙橋小百合（高畠町立第二中事務主査）

再

小 林 将 之
（公立高畠病院・臨床工学技士）

長 谷川朱里
（公立高畠病院・看護師）

金 子 史 幸
（生活環境課・主事）

酒井亜由美
（公立高畠病院・看護師）

齋 藤 毅 徳
（公立高畠病院・看護師）

渡 部 さ や か
（公立高畠病院・看護師）

櫻 井 仁 美
（公立高畠病院・看護師）

安 部　 修
（公立高畠病院・看護師）

大 場 悠 己
（公立高畠病院・作業療法士）

鈴 木 崇 広
（公立高畠病院・理学療法士）

荒 木 　 訓
（公立高畠病院・理学療法士）

高 橋 優 太
（上下水道課・主事補）

鷲 尾 歩 美
（税務課・主事補）

石 川 未 緒
（税務課・主事補）

平 井 ゆ き
（企画財政課・主事補）

大場夏月美
（総務課・主事補）

會 田 大 地
（産業経済課・主事）

緒 方　 駿
（健康推進課・主事）

平 成 2 8 年 度 公 立 高 畠 病 院 新 規 採 用 職 員

中 川 晴 貴
（建設課・主事補）

伊 藤 瑞 季
（町民課・主事補）

公立高畠病院の新しい院長をご紹介します
泉谷　健  院長
　このたび平成 28 年 4月 1日付で公立高畠病院長に就任いたしました。
　病院の移転後 21 年目を迎え、これからもより一層、地域の皆様に満足かつ安
心して医療を受けていただけるよう、当院職員が一丸となって日々努力し、病院
力を高めると共に、地域に親しまれ信頼される病院を目指してまいりますので、
引き続き皆様の温かく力強い御支援をお願いいたします。
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学 校 名
転 入 転 出

新職名 氏 名 前 任 校 新職名 氏 名 新 任 校

高 畠 小 学 校

教 諭 小 林　 修 南陽市立沖郷小 社会教育主事補 阿 部　 文 置賜教育事務所

教 諭 渡 邉 幸 代 高畠町立和田小 教 諭 鈴 木　 誠 南陽市立沖郷小
教 諭 今　 正 幸 高畠町立屋代小 教 諭 飯 沢　 徹 高畠町立糠野目小
養護教諭 髙 橋 博 子 高畠町立第四中 養護教諭 齋 藤 美 幸 高畠町立屋代小
教 諭 菅 野 卓　 高畠町立第一中

二 井 宿 小 学 校

教 諭 阿 達 由 佳 山形市立滝山小
教 諭 大 峽 祐 一 川西町立中郡小
事務主査 田 中 邦 子 上 山 市 立 南 小

屋 代 小 学 校

教 頭 高 橋 正 昭 高畠町教育委員会 教 頭 平 誠 高畠町立糠野目小
養護教諭 齋 藤 美 幸 高畠町立高畠小 教 諭 今　 正 幸 高畠町立高畠小

教 諭 島 貫　 梓 高畠町立糠野目小

亀 岡 小 学 校
教 頭 ニ 瓶 直 樹 米沢市三沢西部小 教 諭 杉 本 真 理 高畠町立糠野目小
教 諭 山 本　 萌 新 採

和 田 小 学 校

教 諭 長谷川聡子 米沢市立北部小 教 諭 秋 葉 芳 行 南陽市立赤湯小
教 諭 佐 野 和 久 高畠町立糠野目小 教 諭 渡 邉 幸 代 高畠町立高畠小
教 諭 鈴木麻由美 新 採 主 査 色摩英美子 川西町立吉島小

糠 野 目 小 学 校

教 頭 平　　　　誠 高畠町立屋代小 教 頭 佐々木英明 米沢市立上郷小
教 諭 多 田 謙 司 米沢市立窪田小 教 頭 須 藤　 明 酒田市立一條小
教 諭 守 岡 太 郎 米沢市立南部小 教 諭 鈴 木 泰 佐 上山市立上山小
教 諭 杉 本 真 理 高畠町立亀岡小 教 諭 佐 野 和 久 高畠町立和田小
教 諭 飯 沢　 徹 高畠町立高畠小
教 諭 島 貫　 梓 高畠町立屋代小

学 校 名
 転　　　出　　　（高畠中学校以外に転出された方々のみ掲載しています）　

新職名 氏 名 新 任 校 新職名 氏 名 新 任 校

第 一 中 学 校

教 頭 会 田　 均 米沢市立第二中 教 諭 須賀恵美子 米沢市立第七中

教 諭 田 宮 慶 一 県立米沢養護学校 教 諭 伊 藤 正 和 大石田町立大石田中

教 諭 武 田 伸 彦 飯豊町立飯豊中 教 諭 寒河江佳緒里 南陽市立沖郷中

第 二 中 学 校

校 長 山 﨑 公 彦 米沢市立窪田小 教 諭 駒木根文子 南陽市立赤湯中

校 長 土 屋 賢 寿 飯豊町立第二小 教 諭 大 沼　 建 米沢市立第三中

教 諭 髙橋留美子 米沢市立第三中 養護教諭 仁 科　 瞳 山形市立第七中

第 三 中 学 校

教 頭 竹 田 重 隆 南陽市立宮内小 教 諭 梅津美穂香 米沢市立第六中

教 諭 蓮 沼 節 子 県立村山特支学校 教 諭 吉 川　 優 米沢市立第五中

教 諭 竹股志都子 県立米沢養護学校 主 査 市 川 枝 里 米沢市立興譲小

教 諭 完戸八千代 米沢市立第七中

第 四 中 学 校

校 長 金 沢　 真 米沢市立第六中 教 諭 清水亜希子 南陽市立赤湯中

教 諭 福 田 寿 代 米沢市立第四中 教 諭 地 主 忠 亮 米沢市立第五中

教 諭 冨 所 淳 子 米沢市立第五中 養護教諭 髙 橋 博 子 高畠町立高畠小

教 職 員

退　職
竹田鉄夫（高畠町立亀岡小教頭）、　菅野千鶴子（高畠町立亀岡小教諭）、　丸山ゆみ子（高畠町立糠野目小教諭）、
和田精二（高畠町立第一中校長）、　菅野　卓（高畠町立第一中教諭）、　髙橋小百合（高畠町立第二中事務主査）

再

小 林 将 之
（公立高畠病院・臨床工学技士）

長 谷川朱里
（公立高畠病院・看護師）

金 子 史 幸
（生活環境課・主事）

酒井亜由美
（公立高畠病院・看護師）

齋 藤 毅 徳
（公立高畠病院・看護師）

渡 部 さ や か
（公立高畠病院・看護師）

櫻 井 仁 美
（公立高畠病院・看護師）

安 部　 修
（公立高畠病院・看護師）

大 場 悠 己
（公立高畠病院・作業療法士）

鈴 木 崇 広
（公立高畠病院・理学療法士）

荒 木 　 訓
（公立高畠病院・理学療法士）

高 橋 優 太
（上下水道課・主事補）

鷲 尾 歩 美
（税務課・主事補）

石 川 未 緒
（税務課・主事補）

平 井 ゆ き
（企画財政課・主事補）

大場夏月美
（総務課・主事補）

會 田 大 地
（産業経済課・主事）

緒 方　 駿
（健康推進課・主事）

平 成 2 8 年 度 公 立 高 畠 病 院 新 規 採 用 職 員

中 川 晴 貴
（建設課・主事補）

伊 藤 瑞 季
（町民課・主事補）

公立高畠病院の新しい院長をご紹介します
泉谷　健  院長
　このたび平成 28 年 4月 1日付で公立高畠病院長に就任いたしました。
　病院の移転後 21 年目を迎え、これからもより一層、地域の皆様に満足かつ安
心して医療を受けていただけるよう、当院職員が一丸となって日々努力し、病院
力を高めると共に、地域に親しまれ信頼される病院を目指してまいりますので、
引き続き皆様の温かく力強い御支援をお願いいたします。



10       2016. ５

税税税５
月
は
納
税
強
化
月
間
で
す

税
平
成
27
年
度
課
税
の
町
税
・
国
保
税
・
介
護
保
険
料
・
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
で
、
納
め
忘
れ
や
未
納
の
あ
る
方
は
至
急
納
付
願
い
ま
す
。

▲

問
合
せ
先
／
町
税
務
課
収
納
管
理
係
　
☎
52
２
０
５
４

町
税
等
の

　
　
納
付
は

な
口
座
振
替
で
！

安
全

安
心

便
利

※
口
座
振
替
の
申
し
込
み
は
町
内
の
金
融
機
関
ま
で
…
通
帳
•
届
出
印
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

（
口
座
振
替
日
は
各
納
期
限
日
に
な
り
ま
す
の
で
、 口
座
の
残
高
を
お
確
か
め
く
だ
さ
い
）

町
税
・
国
保
税
・
介
護
保
険
料
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
は
、
高
畠
町

の
財
政
運
営
や
国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
医
療
費
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る

費
用
に
使
わ
れ
る
大
切
な
財
源
で
す
。
こ
れ
ら
は
、
町
民
の
み
な
さ
ま
の
生
活

を
守
る
た
め
の
重
要
な
原
資
と
な
る
も
の
で
す
の
で
、
納
め
忘
れ
や
未
納
の
な

い
よ
う
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

滞納the
　
　
納
付

滞納滞納滞納滞納滞納滞納滞納滞納滞納滞納滞納滞納滞納滞納滞納滞納滞納滞納滞納滞納滞納滞納滞納滞納滞納滞納滞納tttttthhhhhhhheethe
税

町
税
務
課
で
は
納
税
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

 

■
平
成
28
年
度　

口
座
振
替
領
収
書
に
つ
い
て

※
軽
自
動
車
税
領
収
証
書
兼
車
検
用
納
税
証
明
書
は
５
月
13
日
㈮
に
郵
送
い

た
し
ま
す
。
車
検
に
は
こ
の
納
税
証
明
書
を
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

【固定資産税の納税通知書の発送時期と納期限について】
平成 28年度の固定資産税・都市計画税の納税通知書の発送時期および納期限についてお知らせします。

平成 28年度　固定資産税・都市計画税

通知書発送時期 期　　別 納　期　限

５月 13 日（金）

第１期  ５月 31 日（火）

第２期  ８月 １日（月）

第３期  ９月 30 日（金）

第４期 11月 30 日（水）   

 ※口座期別振替は各納期の末日、一括振替の場合は第１期の末日が振替日です。

 ○ 納税通知書の再発行はできません。大切に保管してください。

▶問合せ先╱町税務課資産税係　☎（52）２０７８

年金生活者等支援臨時福祉給付金のお知らせ

　３月 25日（金）に、対象になると思われる方に対してのみ申請書を郵送させていただいております。
申請手続きはお済でしょうか？
　７月１日（金）まで受付しておりますのでまだの方はご確認のうえ申請していただきますようお願
いいたします。

▶対象となる者

▶支給額╱対象者一人につき　30,000 円

持ち物
①申請書

②対象となる方全員の「本人確認書類」またはそのコピー
　『例』運転免許証、住民基本台帳カード、保険証、パスポートなど本人を確認できる公的書類
　※受付会場にお越しになる方の書類だけではなく、対象者全員の書類をお持ちください。

③口座振替をする通帳又はその通帳のコピー
　※コピーの場合は、金融機関名、口座番号、口座名義人がわかるコピーを持参してください。
　※なお、昨年度交付を受けた方で、前年度と同じ口座への振込をご希望の方は、不要です。

④印鑑
　※会場にお越しいただく方の印鑑をご持参ください。

▶給付金に関する問合せ先╱町福祉課臨時給付金担当　☎（52）３５６４

①平成 27年度臨時福祉給付金支給対象者のうち、平成 28年度中に満 65歳以上になられる方（昭和 27年４月
　１日以前に生まれた方）
②平成 27年度分の町民税（均等割）が課税されていない方
　※ただし、扶養者の扶養親族となっている方で、扶養者に町民税（均等割）が課税されている場合は支給対象　
　　者になりません。
③生活保護制度などの被保護者となっていないこと。
④平成 27年１月１日時点で高畠町に住民票がある方

▶申請期日╱７月１日（金）まで
▶申請場所╱町福祉課窓口　９時～ 16時
＜お持ちいただくもの＞　

　平成 27年度に町民のみなさまから寄せられた日本赤十字社社費は 4,065,600 円（5,808件）でした。社費は

日本赤十字社山形県支部へ送付後、国内外の災害、献血事業、救急法講習会等の資金として活用させていた

だきました。ご協力誠にありがとうございました。本年度もよろしくお願い申し上げます。

日本赤十字社社費の御礼

▶受付・問合せ先／町福祉課地域福祉係　　☎（52）３５６４

災害義援金・救援金の受付開始および受付期間延長のお知らせ
　日本赤十字社では、熊本県で発生
した地震被害により被災された方々
のために、次のとおり福祉課および
各地区公民館にて災害義援金の受付
を開始しました。
　また、次の義援金の受付期間が延
長されましたので、みなさまのあた
たかいご支援・ご協力をお願いいた
します。

受付期間延長

▶義援金名称／ ①東日本大震災義援金　　　②中東人道危機救援金

▶受付期間／①・②ともに平成 29年３月 31日（金）まで

　

受付開始

▶義援金名称／ 平成 28年熊本地震災害義援金

▶受付期間／６月 30日（木）まで
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【固定資産税の納税通知書の発送時期と納期限について】
平成 28年度の固定資産税・都市計画税の納税通知書の発送時期および納期限についてお知らせします。

平成 28年度　固定資産税・都市計画税

通知書発送時期 期　　別 納　期　限

５月 13 日（金）

第１期  ５月 31 日（火）

第２期  ８月 １日（月）

第３期  ９月 30 日（金）

第４期 11月 30 日（水）   

 ※口座期別振替は各納期の末日、一括振替の場合は第１期の末日が振替日です。

 ○ 納税通知書の再発行はできません。大切に保管してください。

▶問合せ先╱町税務課資産税係　☎（52）２０７８

年金生活者等支援臨時福祉給付金のお知らせ

　３月 25日（金）に、対象になると思われる方に対してのみ申請書を郵送させていただいております。
申請手続きはお済でしょうか？
　７月１日（金）まで受付しておりますのでまだの方はご確認のうえ申請していただきますようお願
いいたします。

▶対象となる者

▶支給額╱対象者一人につき　30,000 円

持ち物
①申請書

②対象となる方全員の「本人確認書類」またはそのコピー
　『例』運転免許証、住民基本台帳カード、保険証、パスポートなど本人を確認できる公的書類
　※受付会場にお越しになる方の書類だけではなく、対象者全員の書類をお持ちください。

③口座振替をする通帳又はその通帳のコピー
　※コピーの場合は、金融機関名、口座番号、口座名義人がわかるコピーを持参してください。
　※なお、昨年度交付を受けた方で、前年度と同じ口座への振込をご希望の方は、不要です。

④印鑑
　※会場にお越しいただく方の印鑑をご持参ください。

▶給付金に関する問合せ先╱町福祉課臨時給付金担当　☎（52）３５６４

①平成 27年度臨時福祉給付金支給対象者のうち、平成 28年度中に満 65歳以上になられる方（昭和 27年４月
　１日以前に生まれた方）
②平成 27年度分の町民税（均等割）が課税されていない方
　※ただし、扶養者の扶養親族となっている方で、扶養者に町民税（均等割）が課税されている場合は支給対象　
　　者になりません。
③生活保護制度などの被保護者となっていないこと。
④平成 27年１月１日時点で高畠町に住民票がある方

▶申請期日╱７月１日（金）まで
▶申請場所╱町福祉課窓口　９時～ 16時
＜お持ちいただくもの＞　

　平成 27年度に町民のみなさまから寄せられた日本赤十字社社費は 4,065,600 円（5,808件）でした。社費は

日本赤十字社山形県支部へ送付後、国内外の災害、献血事業、救急法講習会等の資金として活用させていた

だきました。ご協力誠にありがとうございました。本年度もよろしくお願い申し上げます。

日本赤十字社社費の御礼

▶受付・問合せ先／町福祉課地域福祉係　　☎（52）３５６４

災害義援金・救援金の受付開始および受付期間延長のお知らせ
　日本赤十字社では、熊本県で発生
した地震被害により被災された方々
のために、次のとおり福祉課および
各地区公民館にて災害義援金の受付
を開始しました。
　また、次の義援金の受付期間が延
長されましたので、みなさまのあた
たかいご支援・ご協力をお願いいた
します。

受付期間延長

▶義援金名称／ ①東日本大震災義援金　　　②中東人道危機救援金

▶受付期間／①・②ともに平成 29年３月 31日（金）まで

　

受付開始

▶義援金名称／ 平成 28年熊本地震災害義援金

▶受付期間／６月 30日（木）まで
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平成28年度創業支援・新ビジネスモデルチャレンジ事業の提案を受付中！

住宅支援補助金のお知らせ

　全国的な人口減少、少子高齢化など、今までの商品やサービスのあり方が大きく様変わりし、従来の経営手法
では通用しない時代となっています。町ではこうした時代を逆にチャンスと捉え、「地域の需要や雇用を支える
事業、海外市場の獲得を念頭とした事業」を新たに町内において興そうとする創業者や、「新しい儲ける仕組み
（新ビジネスモデル）」にチャレンジする事業所を支援します。

１．補助対象者
　⑴新たに町内で創業を行う者または交付申請時に町
　　内で創業後１年未満の者
　⑵本町に住所を有する中小企業信用保険法第２条に
　　定める中小企業者及び小規模企業者またはこれら
　　で組織する団体
　⑶本町に住所を有する農業法人または農業者で組織
　　する団体
２．補助対象事業・補助対象経費、補助率等
　　本事業の補助対象事業は、「創業支援」と「新ビジ
　ネスモデルチャレンジ」の２つの区分があり、該当
　するいずれか一つの区分を選択してください。
【Ａ】創業支援
　　創業者が、地域の需要や雇用を支える事業、海外市
　場の獲得を念頭とした事業を、新たに町内において興
　すもので、一般枠と女性枠（女性のみ応募可）があります。

区　分 補助対象経費 補助率等

一般枠 創業経費（設備、
装置の取得費等）、
貸店舗の家賃

補助対象経費の合計額の２分の
１以内（最大 30 万円）で、予
算の範囲内で交付となります。女性枠

※創業支援の補助金交付には、今年度実施予定の高畠町創業支援事
　業計画に基づく特定創業支援事業（創業セミナー等）を受講し、
　町の認定を受ける必要があります。

【Ｂ】新ビジネスモデルチャレンジ
　⑴中小企業者等が実施する次の事業
　　①新ビジネスモデルを構築するための情報収集事業
　　（研修会の開催等）

　　②新商品・サービスの開発および試験販売・市場調査
　　　補助対象経費は、①、②に係る謝金、旅費、事
　　　業費、開発費が対象となります。
　⑵補助率等
　　　補助対象経費の合計額の２分の１以内（最大50
　　万円）で、予算の範囲内での交付となります。

3．公募受付締切日　　
　　平成28年 6月 3日（金）まで

4．申請方法　　
　　所定の補助事業計画書と経費明細書を作成し、締
　切日までに申請先に提出して下さい。
　※公募要領・様式は、町ホームページからダウンロー
　　ドできます。
　※応募書類は、締切日までに郵送か宅配便あるいは
　　ご持参ください。

5．選定方法　　
　　６月中旬に審査会を開催し事業の選定を行います。
　採択、不採択の通知は、応募者全員に行います。

6．審査基準
　　現状認識と将来ビジョンが明確化され、独創性お
　よび新規性が高く、実現性がある事業か。さらに、
　積算された事業費に妥当性があり、事業の遂行能力
　があるか等を基準として審査します。

◆申請・問合せ先／町産業経済課商工振興係　☎ （52）２０１９

お住まいの住宅の耐震化を考えてみませんか？

詳細については、お問い合わせください。申請書類は、建設課窓口または町のホームページにございます。
いずれの事業も、予算の範囲内で先着順となります。
◆問合せ先 /町建設課建築住宅係　☎ （52）４４８１　

事業名 対　　象 助成額 申請に必要なもの 申込受付
開始日

耐震診断士
派 遣 事 業

①昭和 56 年 5 月 31 日以前に建てら
　れた住宅
②２階建て以下の、木造戸建て住宅
（店舗併用住宅の場合は、延床面積
　の1/2以上が住宅の用途であること）
③町税に滞納がない方

診断費用88,560円のうち、
町が 80,560 円を助成
※申請者には 8,000 円をご負担
いただきます。

・耐震診断申込書

・各階平面図

・建築年月がわかる書類

・納税証明書

平成 28 年
5月 10 日
（火）

木造住宅耐
震改修事業

①耐震診断の結果により住宅の耐震
　改修を行う方
②町内の建築事業者と工事請負契約
　を締結されている方
③平成 29年 2月末までに実績報告が
　できる方
④町税に滞納がない方
⑤申請前に工事を着工していない方

〔町分〕
全体工事費の 1/3 で上限
60 万円

〔県分〕
全体工事費の 1/4 で上限
40 万円
※要件を満たせば住宅リフォー
ム支援事業との併用ができます

・交付申請書

・工事計画書

・改修工事見積書

・納税証明書

《試験区分・採用人数・職務内容・受験資格》

《試験日・試験種目・試験場等》　第２次試験は、第１次試験合格者のみに通知します

試　験 試　験　日 種　　目 会　　場 内　　容　　等

第１次 ６月26日㈰

教 養 試 験

高 畠 町 中
央 公 民 館

一般的な知識および知能について、大学卒業程度の筆記試験

専 門 試 験

※上級土木
土木の専門的な知識についての筆記試験

職 場 適 応

性 検 査
職員としての適応性等を性格特性等により検査

作 文 試 験

※上級行政
総合的な判断力、思考力その他の能力についての論文試験

第２次 ７月下旬 面 接 試 験 高 畠 町 役 場 【第１次試験合格者のみ】口述による集団討議および個別面接

試験区分 採用予定人員 職　務　内　容 受　験　資　格

上級行政 若干名 一般行政事務に従事する職務 平成元年４月２日から
平成７年４月１日までに生まれた者

上級土木 若干名 主として土木に関する知識・技術・能力を必要とする
業務に従事する職務

昭和62年４月２日から
平成７年４月１日までに生まれた者

▼受付期間／５月２日㈪から５月31日㈫（消印有効）

▼受験申込書の請求／町総務課および町民課窓口で交付します。町ホームページ（http://www.town.
takahata.yamagata.jp/）からも入手できます。受験申込書をプリンター等で印刷の際は両面印刷を行っ
てください。

▼受験票の交付／申込者に「受験票」を郵送します。受験票がなければ受験できませんので、６月 15 日㈬
までに到着しない場合は町総務課総務係にお問い合わせください。

▶「初級行政」「初級土木」等の募集について／詳細は、広報たかはた７月号および町ホームページでお知ら
せいたします。

▼申込・問合せ先／〒 992-0392 高畠町大字高畠436番地
　町総務課総務係　☎（52）４４７５　℻  （52）１５４３
　E-mail：somu@town.takahata.yamagata.jp

平成29年４月１日採用

 平成 28年度高畠町職員採用試験

 期日前投票立会人の募集について
　高畠町選挙管理委員会では、７月に実施が見込まれる、第 24 回参議院議員通常選挙から期日前投票所の投票
立会人を務めていただける方を次のとおり募集します。

１．期日前投票立会人について╱期日前投票所で投票　
　　に立ち会うことで、選挙が公正かつ確実に行われ
　　ているか確認する役割です（選挙制度等に関する
　　知識は必要ありません）。 
２．応募資格╱高畠町内の有権者　　　　　　　　　　　　　
３．申込締切 ╱５月 13日（金）

４．立会期間╱期日前投票期間内で割り振り調整。
５．立会時間╱８時 30分から 20時まで
６．報酬等╱・報酬日額　９，５００円　
　　　　　　・日当　１，１００円　
　　　　　　・車賃　※食事の提供はありません。
７．申込・問合せ先╱町選挙管理委員会事務局　

☎（52）１１１１
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平成28年度創業支援・新ビジネスモデルチャレンジ事業の提案を受付中！

住宅支援補助金のお知らせ

　全国的な人口減少、少子高齢化など、今までの商品やサービスのあり方が大きく様変わりし、従来の経営手法
では通用しない時代となっています。町ではこうした時代を逆にチャンスと捉え、「地域の需要や雇用を支える
事業、海外市場の獲得を念頭とした事業」を新たに町内において興そうとする創業者や、「新しい儲ける仕組み
（新ビジネスモデル）」にチャレンジする事業所を支援します。

１．補助対象者
　⑴新たに町内で創業を行う者または交付申請時に町
　　内で創業後１年未満の者
　⑵本町に住所を有する中小企業信用保険法第２条に
　　定める中小企業者及び小規模企業者またはこれら
　　で組織する団体
　⑶本町に住所を有する農業法人または農業者で組織
　　する団体
２．補助対象事業・補助対象経費、補助率等
　　本事業の補助対象事業は、「創業支援」と「新ビジ
　ネスモデルチャレンジ」の２つの区分があり、該当
　するいずれか一つの区分を選択してください。
【Ａ】創業支援
　　創業者が、地域の需要や雇用を支える事業、海外市
　場の獲得を念頭とした事業を、新たに町内において興
　すもので、一般枠と女性枠（女性のみ応募可）があります。

区　分 補助対象経費 補助率等

一般枠 創業経費（設備、
装置の取得費等）、
貸店舗の家賃

補助対象経費の合計額の２分の
１以内（最大 30 万円）で、予
算の範囲内で交付となります。女性枠

※創業支援の補助金交付には、今年度実施予定の高畠町創業支援事
　業計画に基づく特定創業支援事業（創業セミナー等）を受講し、
　町の認定を受ける必要があります。

【Ｂ】新ビジネスモデルチャレンジ
　⑴中小企業者等が実施する次の事業
　　①新ビジネスモデルを構築するための情報収集事業
　　（研修会の開催等）

　　②新商品・サービスの開発および試験販売・市場調査
　　　補助対象経費は、①、②に係る謝金、旅費、事
　　　業費、開発費が対象となります。
　⑵補助率等
　　　補助対象経費の合計額の２分の１以内（最大50
　　万円）で、予算の範囲内での交付となります。

3．公募受付締切日　　
　　平成28年 6月 3日（金）まで

4．申請方法　　
　　所定の補助事業計画書と経費明細書を作成し、締
　切日までに申請先に提出して下さい。
　※公募要領・様式は、町ホームページからダウンロー
　　ドできます。
　※応募書類は、締切日までに郵送か宅配便あるいは
　　ご持参ください。

5．選定方法　　
　　６月中旬に審査会を開催し事業の選定を行います。
　採択、不採択の通知は、応募者全員に行います。

6．審査基準
　　現状認識と将来ビジョンが明確化され、独創性お
　よび新規性が高く、実現性がある事業か。さらに、
　積算された事業費に妥当性があり、事業の遂行能力
　があるか等を基準として審査します。

◆申請・問合せ先／町産業経済課商工振興係　☎ （52）２０１９

お住まいの住宅の耐震化を考えてみませんか？

詳細については、お問い合わせください。申請書類は、建設課窓口または町のホームページにございます。
いずれの事業も、予算の範囲内で先着順となります。
◆問合せ先 /町建設課建築住宅係　☎ （52）４４８１　

事業名 対　　象 助成額 申請に必要なもの 申込受付
開始日

耐震診断士
派 遣 事 業

①昭和 56 年 5 月 31 日以前に建てら
　れた住宅
②２階建て以下の、木造戸建て住宅
（店舗併用住宅の場合は、延床面積
　の1/2以上が住宅の用途であること）
③町税に滞納がない方

診断費用88,560円のうち、
町が 80,560 円を助成
※申請者には 8,000 円をご負担
いただきます。

・耐震診断申込書

・各階平面図

・建築年月がわかる書類

・納税証明書

平成 28 年
5月 10 日
（火）

木造住宅耐
震改修事業

①耐震診断の結果により住宅の耐震
　改修を行う方
②町内の建築事業者と工事請負契約
　を締結されている方
③平成 29年 2月末までに実績報告が
　できる方
④町税に滞納がない方
⑤申請前に工事を着工していない方

〔町分〕
全体工事費の 1/3 で上限
60 万円

〔県分〕
全体工事費の 1/4 で上限
40 万円
※要件を満たせば住宅リフォー
ム支援事業との併用ができます

・交付申請書

・工事計画書

・改修工事見積書

・納税証明書

《試験区分・採用人数・職務内容・受験資格》

《試験日・試験種目・試験場等》　第２次試験は、第１次試験合格者のみに通知します

試　験 試　験　日 種　　目 会　　場 内　　容　　等

第１次 ６月26日㈰

教 養 試 験

高 畠 町 中
央 公 民 館

一般的な知識および知能について、大学卒業程度の筆記試験

専 門 試 験

※上級土木
土木の専門的な知識についての筆記試験

職 場 適 応

性 検 査
職員としての適応性等を性格特性等により検査

作 文 試 験

※上級行政
総合的な判断力、思考力その他の能力についての論文試験

第２次 ７月下旬 面 接 試 験 高 畠 町 役 場 【第１次試験合格者のみ】口述による集団討議および個別面接

試験区分 採用予定人員 職　務　内　容 受　験　資　格

上級行政 若干名 一般行政事務に従事する職務 平成元年４月２日から
平成７年４月１日までに生まれた者

上級土木 若干名 主として土木に関する知識・技術・能力を必要とする
業務に従事する職務

昭和62年４月２日から
平成７年４月１日までに生まれた者

▼受付期間／５月２日㈪から５月31日㈫（消印有効）

▼受験申込書の請求／町総務課および町民課窓口で交付します。町ホームページ（http://www.town.
takahata.yamagata.jp/）からも入手できます。受験申込書をプリンター等で印刷の際は両面印刷を行っ
てください。

▼受験票の交付／申込者に「受験票」を郵送します。受験票がなければ受験できませんので、６月 15 日㈬
までに到着しない場合は町総務課総務係にお問い合わせください。

▶「初級行政」「初級土木」等の募集について／詳細は、広報たかはた７月号および町ホームページでお知ら
せいたします。

▼申込・問合せ先／〒 992-0392 高畠町大字高畠436番地
　町総務課総務係　☎（52）４４７５　℻  （52）１５４３
　E-mail：somu@town.takahata.yamagata.jp

平成29年４月１日採用

 平成 28年度高畠町職員採用試験

 期日前投票立会人の募集について
　高畠町選挙管理委員会では、７月に実施が見込まれる、第 24 回参議院議員通常選挙から期日前投票所の投票
立会人を務めていただける方を次のとおり募集します。

１．期日前投票立会人について╱期日前投票所で投票　
　　に立ち会うことで、選挙が公正かつ確実に行われ
　　ているか確認する役割です（選挙制度等に関する
　　知識は必要ありません）。 
２．応募資格╱高畠町内の有権者　　　　　　　　　　　　　
３．申込締切 ╱５月 13日（金）

４．立会期間╱期日前投票期間内で割り振り調整。
５．立会時間╱８時 30分から 20時まで
６．報酬等╱・報酬日額　９，５００円　
　　　　　　・日当　１，１００円　
　　　　　　・車賃　※食事の提供はありません。
７．申込・問合せ先╱町選挙管理委員会事務局　

☎（52）１１１１
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　　　　　は休館日

開館時間／　　　　　　　　　

火曜日～金曜日　９時～ 19時

土・日・祝日　　９時～ 17時

高畠町立図書館
☎（52）４４９３
５月の開館日

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30 31

図書館に
行かなくちゃ

今月の企画展
This month's exhibition

「５月病を吹き飛ばせ！」
 ５月は、新学期や新年度の疲れが出てくる時期ですよね。そこで、ヨガや

メンタルに関する本やスカッとする小説など心身ともにリフレッシュでき

そうな本を紹介します。

《主な展示資料》

・１日３分！かんたんラク楽ヨガ　　　・疲れない心をつくる免疫力
・逆境をはね返す心理学　　　　　　　・三匹のおっさん（有川　浩）
・金哲彦の今日から始めるウォーキング＆ランニング　など

場　所
二井宿地区公民館
二井宿保育園

屋代地区公民館 亀岡地区公民館 和田地区公民館 生涯学習館

訪問時間
10時～

10時30分まで
14時45分～
15時15分まで

11時～
11時30分まで

14時～
14時30分まで

11時～
11時30分まで

５月
11日（水）
25日（水）

10日（火） 27日(金） 25日（水）
6日（金）
20日（金）

６月
8日（水）
22日（水）

7日（火） 21日(火） 29日（水）
3日（金）
17日（金）

７月
6日（水）
20日（水）

5日（火） 12日(火） 12日（火）
1日（金）
15日（金）

８月
10日（水）
24日（水）

2日（火） 2日(火） 2日（火）
5日（金）
19日（金）

９月
7日（水）
21日（水）

6日（火） 13日(火） 27日（火）
2日（金）
16日（金）

10月
5日（水）
19日（水）

4日（火） 18日(火） 25日（火）
7日（金）
21日（金）

11月
2日（水）
16日（水）

1日（火） 8日(火） 17日（木）
4日（金）
18日（金）

12月
7日（水）
返却のみ

6日（火）
返却のみ

13日（火）
返却のみ

13日（火）
返却のみ

2日（金）
返却のみ

※道路状況により到着時間に遅れる場合もございますので、ご了承願います。

真夜中のパン屋さん　午前4時の共犯者
　　　　　　　　　　　　　　　　大沼　紀子／ポプラ文庫
　真夜中に開店する不思議なパン屋「ブランジェリークレバヤシ」
に、手から白いハトを出す怪しげな中年男が現れる。それが店を揺
るがす大騒動の幕開けだった。一方、希実は母親と久しぶりの対面
を果たすが…。シリーズ第5弾。

小学生おもしろ学習シリーズ　まんが百人一首大辞典　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ／西東社
　「百人一首」の和歌の意味をまんがで説明。歌が詠まれた背景お
よびどのように読むことができるのかという解説や、歌人紹介も
掲載する。

お
と
な
の
本

新着図書のお知らせ

子
ど
も
の
本

◇カエルの楽園　　　　　百田　尚樹／新潮社
◇リーダーの本棚　
　　　日本経済新聞社編／日本経済新聞出版社
◇九十九藤　　　　　　　西條　奈加／集英社
◇またつくってと喜ばれる　お弁当のとっておきおかず　　
　　　          　　　　　　　　　   家の光協会
◇人をあるく　上杉鷹山と米沢
　　　　　　　　　小関　悠一郎／吉川弘文館

◇ケチャップマン　　
　　　　　　　鈴木　のりたけ／ブロンズ新社
◇くろくまくんのスカーフ　　　　　　　　　　
　　　　　　　　小林　ゆき子／フレーベル館
◇てんきのいい日はつくしとり
　　　　　　　　　石川　えりこ／福音館書店
◇森ねこのふしぎなたね　間瀬　みか／ポプラ社
◇こころのえ？ほん　夢はどうしてかなわないの？　　
　　　　　　　　　　　　大野　正人／汐文社

　移動図書館
「はまかぜ号」
が約 3,500 冊を
積んで、今年も
あなたの地区に
やってきます。
絵本から小説、
実用書までたく
さん積んでいき
ます。どなたで
も、その場で利
用者カードを発
行できますので
直ぐに借りるこ
とができます。 
  
  

移動図書館「はまかぜ号」がやってきます！ ～各地区の巡回日程～
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開館時間／　　　　　　　　　

火曜日～金曜日　９時～ 19時

土・日・祝日　　９時～ 17時

高畠町立図書館
☎（52）４４９３
５月の開館日

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7
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15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30 31

図書館に
行かなくちゃ

今月の企画展
This month's exhibition

「５月病を吹き飛ばせ！」
 ５月は、新学期や新年度の疲れが出てくる時期ですよね。そこで、ヨガや

メンタルに関する本やスカッとする小説など心身ともにリフレッシュでき

そうな本を紹介します。

《主な展示資料》

・１日３分！かんたんラク楽ヨガ　　　・疲れない心をつくる免疫力
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5日（金）
19日（金）
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※道路状況により到着時間に遅れる場合もございますので、ご了承願います。

真夜中のパン屋さん　午前4時の共犯者
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に、手から白いハトを出す怪しげな中年男が現れる。それが店を揺
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旭
　
町　

川
村
祐
一

春
浅
し
窓
越
で
視
る
流
れ
雲

相
　
森　

山
口
泰
子

春
暁
や
鳥
の
さ
え
ず
り
目
覚
ま
し
に

深
　
沼　

佐
藤　

順

冬
空
の
熱
き
み
こ
し
に
清
水
飛
ぶ

相
　
森　

太
田
邦
夫

雪
な
し
の
正
月
過
ご
し
早
や
春
に

福
　
沢　

山
中
よ
し

雪
国
や
雪
の
無
い
冬
と
ま
ど
い
つ

福
　
沢　

佐
藤
津
多

誰
か
呼
ぶ
声
に
ふ
り
向
き
つ
く
し
ん
ぼ

　
　
　
　
　
　
高
　
畠　

佐
々
木
美
峰

朝
焼
け
の
空
に
消
え
去
る
鳥
雲
よ

夏
　
茂　

小
浅　

昭

寒
く
な
い
菰こ
も
い
ら
な
い
と
冬
咲
き
ぼ
た
ん

福
　
沢　

山
村
和
子

村
上

清
江

▼
作
品
の
送
り
先
は
…
〒
９
９
２
‐
０
３
９
２ 

大
字
高
畠
４
３
６

　

町
企
画
財
政
課
「
文
芸
欄
」
ま
で
。

　
川
柳
、
俳
句
、
短
歌
部
門
は
部
門
を
明
記
の
う
え
ハ
ガ
キ
１
枚
に
。

　

詩
部
門
に
つ
い
て
は
便
箋
等
に
記
入
し
、
封
書
に
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
忘
れ
ず
に
お
書
き
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
俳
句
は
当
季
の
作
品
を
１
人
３
句
、
川
柳
は
１
人
２
句
ま
で
と

　

し
ま
す
。

【次回〆切り日】
俳句・短歌とも

平成28年５月31日㈫

文
芸

茶
柱
の
立
ち
て
邪
魔
す
る
眠
り
か
な

　

窓
に
明
明
夜
半
の
月
さ
え

高
　
畠　

相
田　

承

夜
も
ふ
け
て
ツ
ラ
ラ
潜
り
し
帰
る
子
の

　

無
事
で
と
祈
る
雪
に
と
い
か
け

　

二
井
宿　

濱
田
さ
だ
子

地
理
歴
史
渡
良
瀬
川
の
今
昔
は

　

み
つ
を
富
弘
田
中
正
造

入
生
田　

栗
田
憲
夫

五
年
経
る
吾
妻
山
野
は
樹
の
息
吹

　

汚
染
に
耐
え
て
芽
吹
き
初
め
お
り

選　

者　

詠

山
裾
の
融
雪
湿
原
ち
ょ
ろ
ち
ょ
ろ
と

　

流
れ
を
生
み
て
水
芭
蕉
群

　

選

者

詠

石
塀
に
と
び
の
る
猫
や
猫
の
恋

一
本
柳　

金
子
房
子

残
雪
や
着
膨
れ
は
い
で
旅
仕
度

糠
野
目　

中
野　

博

伝
統
の
音
色
受
け
継
ぐ
卒
業
歌

安
久
津　

高
梨
忠
美

節
外
れ
た
ん
ぽ
ぽ
咲
い
て
蛙
跳
び

石
　
岡　

川
井
み
よ

勾
玉
や
閉
じ
て
新
た
な
桜
か
な

高
　
畠　

相
田　

承

野
の
中
の
満
点
の
星
犬
ふ
ぐ
り

　

選

者

詠

【
お
詫
び
】

４
月
号
に
掲
載
し
ま
し
た
佐
藤
津
多
さ
ん

の
川
柳
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び

し
て
改
め
て
掲
載
い
た
し
ま
す
。

　

八
十
路
坂
ゴ
ー
ル
百
才
道
遥
か

福
沢　

佐
藤
津
多


